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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済政策や金融施策により、企業収益は引き続

き堅調に推移し、設備投資や雇用状況も概ね安定的であったことから、緩やかな回復基調が継続しております。一

方で、新興国経済の減速や英国のＥＵ離脱問題等の国外情勢の影響による景気の下振れが懸念される等、依然とし

て先行きは不透明な状況にあります。

不動産金融市場におきましては、日銀による大規模な金融緩和の継続により、資金調達環境が引き続き良好であ

ることを背景に、不動産の流動性も堅調な状況で推移いたしておりますが、これまで上昇傾向にあった地価は一部

で頭打ち感が見られ、先行きについては留意する必要があります。

このような環境の下、当社におきましては、顧客獲得競争の激化が懸念される中にあっても、従来通り「債権の

健全性」を重視した顧客開拓を行ってまいりました。

その結果、当第２四半期末における営業貸付金残高は、前事業年度末の66,666,289千円から563,624千円 

（0.8％）増加の67,229,914千円となりました。 

当第２四半期累計期間における経営成績は以下の通りであります。

 

営業貸付金利息は、期中平均営業貸付金残高が前年同四半期比7.3％の増加となったこと等により、前年同四半

期比123,300千円（5.0％）の増加となりました。

その他の営業収益は、前年同四半期においては販売実績がなく計上がなかった不動産売上高が、当第２四半期累

計期間においては22,500千円となった一方で、期中貸付額、期中回収額ともに前年同四半期を下回る結果となった

ことから、手数料収入が前年同四半期比42,494千円（11.6％）の減少、解約違約金が前年同四半期比22,573千円

（12.3％）の減少となったこと等により、前年同四半期比40,748千円（6.7％）の減少となりました。

以上により、当第２四半期累計期間における営業収益は、前年同四半期比82,551千円（2.7％）の増加となりま

した。

金融費用は、期中平均有利子負債残高が前年同四半期比6.4％の増加となったものの、平均調達金利が低下した

ことにより、前年同四半期比66,177千円（17.9％）の減少となりました。

売上原価は、不動産売上高と同様に、前年同四半期においては計上がありませんでしたが、当第２四半期累計期

間においては21,386千円の計上となりました。

その他の営業費用は、前年同四半期比48,104千円（7.5％）の増加となりました。

以上により、当第２四半期累計期間における営業費用は、前年同四半期比3,312千円（0.3％）の増加となりまし

た。

営業外損益、特別損益ともに利益に大きな影響を与えるものはなく、法人税等合計は法人税率の引き下げ等によ

り、前年同四半期比14,439千円（1.9％）の減少となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における業績は、営業収益は3,155,040千円（前年同四半期比2.7％増）、営

業費用は1,011,803千円（同0.3％増）となり、営業利益は2,143,236千円（同3.8％増）、経常利益は2,143,872千

円（同3.8％増）、四半期純利益は1,384,948千円（同7.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

流動資産

当第２四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末の68,957,169千円から748,885千円（1.1％）増加の

69,706,055千円となりました。これは主として営業貸付金が563,624千円（0.8％）の増加、現金及び預金が

157,754千円（8.2％）の増加となったこと等によるものです。

 

固定資産

当第２四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末の704,744千円から46,582千円（6.6％）増加の

751,326千円となりました。これは主として、基幹システムの入替えによる有形固定資産及び無形固定資産の増加

があったこと等によるものです。

 

② 負債の部

流動負債

当第２四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末の16,016,821千円から222,423千円（1.4％）減少の

15,794,398千円となりました。これは主として、１年以内返済予定の長期借入金が69,885千円（0.5％）の減少、

未払法人税等が128,965千円（14.1％）の減少となったこと等によるものです。

 

固定負債

当第２四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末の25,249,589千円から127,582千円（0.5％）増加の

25,377,172千円となりました。これは主として、長期借入金が122,782千円（0.5％）の増加となったこと等による

ものです。

 

③ 純資産の部

配当金の支払い494,640千円があった一方、四半期純利益を1,384,948千円計上したことにより、利益剰余金が前

事業年度末比890,308千円（3.4％）の増加となり、当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末の

28,395,502千円から890,308千円（3.1％）増加の29,285,811千円となりました。なお、自己資本比率は41.6％（前

事業年度末は40.8％）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期累計期間における業績は、平成28年４月27日発表の業績予想を上回る水準となりましたが、平均貸

出金利が低下傾向にあることや、競争が激化していること等を勘案し、通期業績予想につきましては、平成28年４

月27日に発表いたしました業績予想からの変更は行いません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,933,364 2,091,118 

営業貸付金 66,666,289 67,229,914 

販売用不動産 27,197 35,243 

前払費用 39,298 38,055 

繰延税金資産 97,888 89,689 

その他 266,631 296,134 

貸倒引当金 △73,500 △74,100 

流動資産合計 68,957,169 69,706,055 

固定資産    

有形固定資産 124,682 127,075 

無形固定資産 23,812 76,270 

投資その他の資産    

その他 556,248 547,981 

投資その他の資産合計 556,248 547,981 

固定資産合計 704,744 751,326 

資産合計 69,661,913 70,457,381 

負債の部    

流動負債    

1年以内返済予定の長期借入金 14,935,800 14,865,914 

未払金 43,617 25,060 

未払費用 47,460 46,317 

未払法人税等 917,221 788,255 

預り金 20,595 15,527 

前受収益 18,679 15,488 

賞与引当金 26,909 31,623 

利息返還損失引当金 5,400 6,200 

その他 1,138 10 

流動負債合計 16,016,821 15,794,398 

固定負債    

長期借入金 24,209,245 24,332,028 

退職給付引当金 60,200 62,200 

役員退職慰労引当金 970,150 971,250 

その他 9,994 11,694 

固定負債合計 25,249,589 25,377,172 

負債合計 41,266,411 41,171,570 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,307,848 2,307,848 

利益剰余金 26,088,904 26,979,213 

自己株式 △1,250 △1,250 

株主資本合計 28,395,502 29,285,811 

純資産合計 28,395,502 29,285,811 

負債純資産合計 69,661,913 70,457,381 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益    

営業貸付金利息 2,461,435 2,584,735 

その他の営業収益 611,053 570,305 

営業収益合計 3,072,488 3,155,040 

営業費用    

金融費用 370,461 304,283 

売上原価 － 21,386 

その他の営業費用 638,029 686,134 

営業費用合計 1,008,491 1,011,803 

営業利益 2,063,997 2,143,236 

営業外収益    

受取利息 161 17 

関係会社貸付金利息 － 16 

受取手数料 36 27 

償却債権取立益 70 60 

雑収入 324 513 

営業外収益合計 592 635 

営業外費用    

雑損失 155 － 

営業外費用合計 155 － 

経常利益 2,064,433 2,143,872 

特別利益    

固定資産売却益 1,504 53 

特別利益合計 1,504 53 

税引前四半期純利益 2,065,938 2,143,925 

法人税、住民税及び事業税 785,418 752,848 

法人税等調整額 △12,001 6,128 

法人税等合計 773,416 758,977 

四半期純利益 1,292,521 1,384,948 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 2,065,938 2,143,925 

減価償却費 11,288 15,889 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △600 600 

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,375 4,714 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,200 2,000 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △24,663 1,100 

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） － 800 

固定資産売却損益（△は益） △1,504 △53 

受取利息 △161 △34 

営業貸付金の増減額（△は増加） 503,346 △563,624 

販売用不動産の増減額（△は増加） － △8,046 

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,761 △6,319 

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少） 
△3,276 △5,467 

その他の資産の増減額（△は増加） △4,491 6,525 

その他の負債の増減額（△は減少） △15,212 △17,846 

小計 2,527,478 1,574,163 

利息の受取額 161 17 

法人税等の支払額 △700,286 △876,347 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,827,353 697,834 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △8,903 △18,611 

有形固定資産の売却による収入 1,504 53 

無形固定資産の取得による支出 － △58,112 

敷金の差入による支出 △75 △4,425 

子会社の清算による収入 441,086 － 

関係会社貸付けによる支出 － △20,000 

関係会社株式の取得による支出 △10,000 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー 423,611 △101,096 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 7,700,000 8,300,000 

長期借入金の返済による支出 △8,924,920 △8,247,102 

配当金の支払額 △436,788 △491,880 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,661,708 △438,983 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 589,256 157,754 

現金及び現金同等物の期首残高 1,288,764 1,933,364 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,878,021 2,091,118 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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